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12月定例会は11月29日から12月10日までの日程で開かれました。

７議案は、すべて原案のとおり可決。請願が１件、陳情が７件提出されました。請願 は採択１件、陳情は採択２件、趣旨採択１件、

不採択１件、文書配布３件となりました。また、意見書２件が採択されました。

質問者・内容 答 弁 内 容 その後の対応

Ｒ
３
年
６
月
定
例
会

■笹沼 美保 福祉入浴券を、

家族風呂の利用料にも使える

ようにしては。

来年度に向けて制度内容

の変更も含めて検討したい。

令和４年度より、大芝の湯入浴、又は

１枚200円の買い物券（味工房や家族風呂

利用料等）として利用できるよう検討中。

■笹沼 美保 保育園・小中

学校と家庭との連絡手段につ

いて、アンケート機能付き

メッセージ配信システムへの

見直しを検討しては。

保育園には保護者との双

方向の連絡手段はない。小

中学校との連絡については、

より良いシステムの選択、

利用方法を考えていきたい。

小中学校では現在、学習支援ソフトの

付随機能である連絡メールを活用してい

るが、保育園と小中学校で共通のシステ

ムを導入することが望ましいと考える。

どのようなシステムがよいか担当課で検

討を始めている。

定例会で「検討」および「実施する」と答弁した項目の処理
状況報告

丸山豊議員、山﨑文直議員、都志今朝一議員、

加藤泰久議員の４人が、長野県町村議会議長会

から自治功労表彰を受賞した。同表彰は、町村

議会議員として議会の運営及び地域の振興発展

に功労のあった議員を対象としている。

４議員が自治功労表彰を受賞
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12月定例会は11月29日から12月10日までの日程で開かれました。

７議案は、すべて原案のとおり可決。請願が１件、陳情が７件提出されました。請願 は採択１件、陳情は採択２件、趣旨採択１件、

不採択１件、文書配布３件となりました。また、意見書２件が採択されました。

定例会最終日の動画をこちらからご覧いただけます。
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｢さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充｣を求める意見書

本年度から５年計画で小学校での35人学級が実現することになりました。全学年での実施は実に40年ぶりで

あり、歓迎するものです。しかし、35人学級では不十分であり、中学校は40人のままです。

「新たな生活様式」における身体的距離の十分な確保のためにも、少人数学級はさらなる推進が必要です。

昨年３月には、新型コロナウィルス感染症対策として全国で一斉臨時休校が行われ、４月以降も、再開する学

校、休校が延長された学校、分散登校を行う学校などがありました。新年度になっても、学校現場では学びの

保障や心のケア、感染症対策など不断の努力を続けています。新学習指導要領への対応や、貧困・いじめ・不

登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを実現するための教材研究や授業準備の

時間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するために

は、さらなる少人数学級推進と抜本的な定数改善計画に基づく教職員定数の改善が不可欠です。

義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分

の１に引き下げられました。厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあります

が、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子

どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子ど

もの学びを保障するための条件整備は不可欠です。

よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行

政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記

１ どの子にもゆきとどいた教育をするため、さらなる少人数学級推進と教育予算の増額をすること。また、

複式学級の学級定員を引き下げること。

２ 教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率を

２分の１に復元するなど拡充すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和３年12月10日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣

新型コロナウイルスの感染拡大による需要の「消失」から令和２年産米の過大な流通在庫が発生し、米の市

場価格は暴落しました。

令和３年産米についても、下落予想から多くの米作農家が米づくりから撤退することにつながりかねません。

コロナ禍による需要減少分は、国が責任をもって「市場隔離」すべきであり、国による効果のある特別対策

が必要です。

同時に、ミニマムアクセス米は毎年77万㌧も輸入され、内40～60万㌧が飼料用に販売され、国内産の飼料米需

要を奪っています。不要なミニマムアクセス米の輸入調整など、国内産優先の米政策に転換することが必要です。

また、燃油・肥料・飼料高騰が農家負担の増加となっており、現場は大変苦しい状況となっています。

コロナ禍という、かつて経験したことのない危機的状況のなかで、農業者の経営と地域経済を守るためには、

従来の枠組みにとらわれない対策が必要です。

以上の趣旨から、下記の対策を講じることを強くもとめます。

記

１ 農業者・地方が、新型コロナウイルスの影響を乗り越えられるよう、市場隔離効果のある米の特別対策を

はじめ、需要回復・拡大対策の継続など万全の対策を講じること。

２ 世界の経済活動再開に伴い、燃油、肥料、飼料等が高騰するなか、営農継続や経営安定がはかれるよう、

必要な対策を講じること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和３年12月10日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、農林水産大臣

新型コロナウイルスの影響による米の需給悪化の改善と米価下落・資材高騰への対策を求める意見書
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本年度から５年計画で小学校での35人学級が実現することになりました。全学年での実施は実に40年ぶりで

あり、歓迎するものです。しかし、35人学級では不十分であり、中学校は40人のままです。

「新たな生活様式」における身体的距離の十分な確保のためにも、少人数学級はさらなる推進が必要です。

昨年３月には、新型コロナウィルス感染症対策として全国で一斉臨時休校が行われ、４月以降も、再開する学

校、休校が延長された学校、分散登校を行う学校などがありました。新年度になっても、学校現場では学びの

保障や心のケア、感染症対策など不断の努力を続けています。新学習指導要領への対応や、貧困・いじめ・不

登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを実現するための教材研究や授業準備の

時間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するために

は、さらなる少人数学級推進と抜本的な定数改善計画に基づく教職員定数の改善が不可欠です。

義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分

の１に引き下げられました。厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあります

が、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子

どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子ど

もの学びを保障するための条件整備は不可欠です。

よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行

政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記

１ どの子にもゆきとどいた教育をするため、さらなる少人数学級推進と教育予算の増額をすること。また、

複式学級の学級定員を引き下げること。

２ 教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率を

２分の１に復元するなど拡充すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和３年12月10日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣

新型コロナウイルスの感染拡大による需要の「消失」から令和２年産米の過大な流通在庫が発生し、米の市

場価格は暴落しました。

令和３年産米についても、下落予想から多くの米作農家が米づくりから撤退することにつながりかねません。

コロナ禍による需要減少分は、国が責任をもって「市場隔離」すべきであり、国による効果のある特別対策

が必要です。

同時に、ミニマムアクセス米は毎年77万㌧も輸入され、内40～60万㌧が飼料用に販売され、国内産の飼料米需

要を奪っています。不要なミニマムアクセス米の輸入調整など、国内産優先の米政策に転換することが必要です。

また、燃油・肥料・飼料高騰が農家負担の増加となっており、現場は大変苦しい状況となっています。

コロナ禍という、かつて経験したことのない危機的状況のなかで、農業者の経営と地域経済を守るためには、

従来の枠組みにとらわれない対策が必要です。

以上の趣旨から、下記の対策を講じることを強くもとめます。

記

１ 農業者・地方が、新型コロナウイルスの影響を乗り越えられるよう、市場隔離効果のある米の特別対策を

はじめ、需要回復・拡大対策の継続など万全の対策を講じること。

２ 世界の経済活動再開に伴い、燃油、肥料、飼料等が高騰するなか、営農継続や経営安定がはかれるよう、

必要な対策を講じること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和３年12月10日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、農林水産大臣
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と
さ

れ
て
お
り
、
同
時
に
防
災

無
線
も
流
す
べ
き
だ
っ
た

と
反
省
を
し
て
い
る
。

村
か
ら
避
難
所
へ
の
情

報
伝
達
共
有
の
課
題
は
、

各
地
区
の
自
主
防
災
会
に

伝
え
て
お
く
こ
と
が
対
策

と
し
て
重
要
で
あ
り
、
食

糧
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な

事
象
に
つ
い
て
、
洗
い
出

し
を
事
前
に
行
い
確
認
し

て
お
く
こ
と
も
非
常
に
大

切
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
は
、
新
し
く
導
入

す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
て
情

報
伝
達
も
可
能
と
な
る
。

各
情
報
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
掲
載

し
、
情
報
の
掲
載
場
所
へ

の
誘
導
を
す
る
な
ど
、
有

効
に
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

私
の
公
約
に
お
い
て
も
、

映
像
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
な
ど
災
害
対
策
、
本
部

を
機
能
す
る
と
し
て
い
る

の
で
、
Ｒ
４
年
度
は
、
本

部
機
能
の
強
化
に
も
努
め

て
い
き
た
い
。

問

高
齢
者
の
デ
ジ
タ

ル
活
用
支
援
は
。

村
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
系
の
業
務
に
つ
い

て
は
、
Ｒ
４
年
度
末
ま
で

に
電
子
申
請
が
可
能
と
な

る
。
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

簡
単
で
使
い
や
す
い
シ
ス

テ
ム
を
念
頭
に
検
討
し
て

い
く
。
デ
ジ
タ
ル
格
差
の

解
消
に
つ
い
て
は
、
国
の

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
や
相

談
で
き
る
場
の
提
供
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
。
村
と

し
て
も
事
業
と
連
携
し
て

検
討
し
て
い
く
。

問

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

公
開
の
状
況
と
今
後
の
活

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

村
長

オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
は
非
常
に
重
要
で
、
早

々
に
公
開
す
べ
き
も
の
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

当
村
は
、
全
国
の
議
会

や
自
治
体
か
ら
視
察
も
多

く
、
近
年
は
大
学
の
研
究

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
き
て
い
る
。

村
の
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
し
て
整
え
る
こ

と
で
、
人
口
増
の
村
の
研

究
も
進
み
、
そ
れ
が
論
文

や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、

村
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

Ｒ
４
年
度
に
は
担
当
係

長
を
配
置
し
て
、
速
や
か

に
対
応
し
た
い
。

登内瑞貴

事
前
の
洗
い
出
し
・
確
認
が
非
常
に
大
切
（
村
長
）

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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(６)

問

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
採
用
理
由
は
。

副
村
長

学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
そ
の
機
能
の
ほ

か
、
環
境
へ
の
配
慮
、
災

害
時
の
炊
き
出
し
、
将
来

児
童
生
徒
数
減
少
時
に
有

効
活
用
す
る
施
設
で
あ
る
。

こ
の
た
め
価
格
だ
け
で
な

く
、
企
画
力
・
発
想
力
・

技
術
力
を
含
め
有
益
性
な

ど
総
合
的
に
評
価
を
す
る

こ
と
で
、
衛
生
管
理
基
準

の
遵
守
、
農
振
地
域
の
景

観
へ
の
配
慮
な
ど
高
度
な

専
門
知
識
と
豊
か
な
経
験

が
求
め
ら
れ
る
業
務
で
、

適
切
と
判
断
し
採
用
し
た
。

問

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

原
則
と
し
た
公
募
型
で
な

く
指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

と
し
た
理
由
は
。

副
村
長

給
食
セ
ン
タ

ー
は
一
級
建
築
士
を
複
数

有
し
、
衛
生
管
理
基
準
の

熟
知
が
必
要
な
た
め
、
県

内
で
の
実
績
を
求
め
た
。

公
募
で
は
応
募
者
が
無
い
、

も
し
く
は
多
数
と
な
る
な

ど
の
懸
念
も
あ
り
、性
質･

目
的
が
公
募
に
適
さ
な
い

と
判
断
し
た
。
今
ま
で
に

本
村
で
は
13
件
の
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し
た

が
、
公
募
型
の
実
績
は
無

い
。問

指
名
業
者
の
選
定

基
準
は
。

副
村
長

村
に
参
加
登

録
が
あ
り
、
資
格
者
を
有

し
て
い
る
な
ど
の
ほ
か
、

県
教
育
委
員
会
に
も
実
績

の
有
無
を
確
認
し
て
、
９

者
の
指
名
を
選
定
し
た
。

上
伊
那
管
内
の
該
当
す
る

者
は
指
名
し
た
。

問

提
案
事
業
者
が
１

者
の
み
の
場
合
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
進
む
か
。

副
村
長

結
果
的
に
１

者
の
み
の
場
合
も
あ
り
得

る
。
企
画
力
・
発
想
力
・

技
術
力
な
ど
の
要
素
を
含

め
、
総
合
的
に
審
査
・
評

価
す
る
上
で
、
競
争
性
が

確
保
さ
れ
な
い
の
で
取
り

や
め
と
し
、
再
度
建
設
工

事
等
請
負
人
選
定
委
員
会

で
審
議
す
る
。
ま
た
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
段
階
で
の
１
者

の
場
合
も
同
様
と
す
る
。

問

審
査
に
お
い
て
重

要
視
し
た
項
目
と
評
価
は

適
切
に
行
わ
れ
た
か
。

副
村
長

支
援
業
務
委

託
者
で
あ
る
住
宅
供
給
公

社
の
作
成
し
た
６
項
目
の

提
案
課
題
に
対
し
、
事
業

者
の
実
施
方
針･

手
法
か

ら
配
点
し
、
１
項
目
を
除

い
て
同
点
と
し
た
。
ま
た
、

事
前
に
提
出
さ
れ
た
技
術

提
案
書
お
よ
び
審
査
会
・

プ
レ
ゼ
ン
を
参
考
に
委
員

が
評
価
を
行
い
、
全
体
評

価
を
中
心
に
専
門
的
意
見

も
踏
ま
え
、
審
査
委
員
会

で
協
議
を
し
た
。
各
委
員

の
評
価
は
、
支
援
業
務
先

の
提
案
課
題
に
対
す
る
内

容
を
整
理
し
た
資
料
を
評

価
の
補
完
と
し
た
。
総
合

評
価
点
の
最
も
高
い
者
を

最
適
候
補
者
と
し
た
。

問

責
任
を
果
た
せ
る

審
査
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

委
員
会
議
事
録
の
作
成
は
。

副
村
長

請
負
人
選
定

委
員
長
（
副
村
長
）
を
責

任
者
と
し
、
給
食
現
場
か

ら
セ
ン
タ
ー
長
と
栄
養
教

諭
を
専
門
家
（
有
識
者
）

と
し
て
位
置
付
け
、
外
部

か
ら
の
専
門
家
は
入
れ
な

か
っ
た
。
委
員
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
の
中
で
、
経

験
則
、
知
識
か
ら
技
術
提

案
を
評
価
し
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
提
案
者
が
選
定

で
き
た
。
議
事
録
の
作
成

は
透
明
性
の
観
点
か
ら
、

今
後
、
作
成
の
必
要
性
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

丸 山 豊

高
度
な
専
門
知
識
と
経
験
が
必
要
な
業
務
で
適
切
（
副
村
長
）

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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(７)

区加入案内のパンフレットを作成中（村長）

問

大
泉
区
で
は
、
役

員
選
出
検
討
委
員
会
を
開

き
、
活
動
内
容
や
負
担
軽

減
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

行
事
な
ど
の
負
担
が
大
き

く
、
仕
事
や
高
齢
化
で
思

う
に
任
せ
な
い
。
今
ま
で

の
よ
う
に
行
政
事
務
を
単

に
区
へ
委
託
す
る
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

は
。村

長

喫
緊
の
課
題
。

区
長
会
で
も
問
題
は
共
有

し
て
い
る
。
本
村
は
転
入

者
が
多
く
一
気
に
解
消
困

難
。
転
入
時
、
区
加
入
の

意
義
を
説
明
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
中
。
コ
ロ

ナ
で
中
止
に
な
っ
て
い
る

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
あ
り
、

各
区
の
状
況
を
整
理
し
、

本
当
に
必
要
な
も
の
か
を

考
え
て
い
く
。
ま
た
、
村

と
区
の
仕
事
の
役
割
分
担

に
つ
い
て
精
査
を
進
め
て

い
る
。

問

通
勤
時
間
帯
の
抜

け
道
と
し
て
農
業
用
道
路

を
走
る
車
が
多
い
。
対
策

が
必
要
で
は
。

村
長

「
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
せ
」
な
ど
の
路
面
表

示
は
１
つ
の
対
策
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。
企
業
・
団

体
へ
の
啓
発
活
動
も
重
要
。

本
村
は
長
野
県
安
全
運
転

管
理
者
協
会
上
伊
那
支
部

南
箕
輪
部
会
の
事
務
局
を

担
っ
て
お
り
、
村
の
会
員

に
向
け
て
の
生
活
道
路
の

通
り
抜
け
を
し
な
い
よ
う

周
知
す
る
こ
と
は
可
能
。

問

避
難
所
運
営
で
区

と
自
主
防
災
会
と
の
連
携

は
。
村
と
の
連
携
や
そ
の

費
用
は
。

村
長

｢

自

ら
の
命
は
自

ら
が
守
る
」

た
め
に
、
各

地
区
の
行
動

は
各
地
区
に

合
っ
た
方
法

を
と
り
、
そ

れ
を
行
政
と

し
て
全
力
で

支
援
し
て
い

く
。
８
月
の

避
難
所
開
設
時
に
混
乱
が

生
じ
た
こ
と
は
、
村
対
策

本
部
の
対
応
が
不
十
分

だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
検
証

し
改
善
す
る
。
各
公
民
館

の
高
額
な
備
品
に
つ
い
て

は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
等

で
整
備
を
支
援
し
た
い
。

問

現
在
の
子
育
て
女

性
再
就
職
事
業
補
助
金
が

終
了
す
る
。
今
後
の
女
性

再
就
職
支
援
は
。

村
長

子
育
て
女
性
再

就
職
事
業
は
、
地
方
創
生

推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
、

Ｈ
28
年
度
か
ら
今
年
度
ま

で
６
年
間
継
続
し
て
い
る
。

Ｈ
28
年
度
か
ら
Ｒ
２
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
、
の
べ

１
６
３
９
人
相
談
し
、
２

２
５
人
が
就
業
し
た
成
果

が
あ
る
。
来
年
度
交
付
金

が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
地
域
女
性
活
躍

推
進
交
付
金
を
活
用
す
る

な
ど
し
て
、
こ
の
事
業
は

継
続
し
た
い
。

問

村
長
の
経
験
か
ら

都
会
暮
ら
し
と
田
舎
暮
ら

し
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。

ま
さ
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

思
う
が
。｢

プ
ー
ル
よ
り
ト

イ
レ
を
改
修
し
て
。」「
学

校
の
水
道
を
お
湯
が
出
る

よ
う
に
し
て
。」
と
い
う

要
望
に
対
し
て
は
。

村
長

若
い
み
な
さ
ん

に
は
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
も
ら

い
た
い
の
で
、
都
市
部
に

行
く
こ
と
も
賛
成
。
南
箕

輪
村
や
上
伊
那
を
よ
く

知
っ
て
お
い
て
も
ら
う
こ

と
、
帰
っ
て
く
る
場
所
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
で
あ
り
重
要
。

要
望
の
ト
イ
レ
は
、
予
定

ど
お
り
事
業
債
を
用
い
て

Ｒ
５
、
６
年
に
実
施
予
定
。

お
湯
の
件
は
、
懇
談
会
に

参
加
し
て
い
る
生
徒
ほ
ぼ

全
員
が
賛
成
意
見
で
あ
り
、

鋭
意
検
討
し
て
い
る
。

唐 澤 由 江

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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(８)

問

人
口
増
加
は
何
年

ま
で
続
く
と
予
測
す
る
か
。

村
長

村
が
Ｒ
２
年
９

月
に
作
成
し
た
第
２
期
南

箕
輪
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
、
人
口
は
２
０
３

０
年
ま
で
増
加
を
続
け
る
。

ピ
ー
ク
時
の
人
口
は
１
万

５
９
４
９
人
に
な
り
、
そ

の
後
は
減
少
に
転
じ
る
と

し
て
い
る
。
推
計
を
出
し

て
い
る
人
口
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
後
、
１
万
５
８
０

０
人
程
度
の
人
口
を
維
持

す
る
と
し
て
い
る
。
Ｒ
２

年
の
国
勢
調
査
人
口
が
１

万
５
７
９
７
人
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
第
２
期
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
Ｒ
２
年
の
推
計

人
口
１
万
５
６
２
９
人
よ

り
１
６
８
人
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
第
１
期

で
は
２
０
４
０
年
、
第
２

期
で
は
２
０
３
０
年
と
10

年
早
ま
っ
て
い
る
。
２
０

１
３
年
～
２
０
１
７
年
の

合
計
出
生
率
は
１
・
76
で

飯
田
市
と
並
ん
で
長
野
県

で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
そ
れ

ら
を
考
慮
し
て
、
私
の
予

測
で
は
２
０
３
０
年
～
35

年
に
１
万
６
１
０
０
人
程

度
で
人
口
ピ
ー
ク
が
く
る

と
推
測
す
る
。

問

新
生
児
や
移
住
者

に
対
し
て
優
遇
策
は
。

村
長

新
生
児
に
限
定

し
た
優
遇
策
は
現
時
点
で

は
な
い
。
移
住
者
に
は
特

に
な
い
。
大
芝
高
原
に
で

き
た
お
た
め
し
住
宅
利
用

者
は
１
人
２
０
０
０
円
で

移
住
の
類
似
体
験
が
で
き

る
。
空
き
家
バ
ン
ク
物
件

を
購
入
し
た
人
に
は
、
改

修
補
助
金
・
か
た
づ
け
補

助
金
を
出
し
て
い
る
。

問

本
村
で
は
住
宅
以

外
の
大
小
太
陽
光
発
電
施

設
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。村

長

Ｈ
26
年
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施

設
建
設
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
で
、
10
㎾
以

上
の
発
電
施
設
を
建
設
す

る
事
業
者
は
村
、
住
民
、

地
権
者
お
よ
び
関
係
区
に

対
し
て
調
整
す
べ
き
事
項

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
届
け
出
数

は
Ｈ
26
年
よ
り
44
件
と

な
っ
て
い
る
。

問

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
に
村
独
自
の
規
制
が
必

要
と
思
う
が
。

村
長

本
村
で
は
ま
ず

は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応

す
る
方
法
と
し
て
、
処
分

方
法
の
明
記
や
設
置
事
業

者
の
責
任
の
所
在
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
の
提
出
や

住
民
へ
の
説
明
を
す
る
よ

う
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

定
を
す
み
や
か
に
行
っ
て

い
き
た
い
。

問

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
の
拡
充
を
。

村
長

開
発
公
社
の
経

営
再
建
プ
ラ
ン
で
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
、
高
原
の
コ

テ
ー
ジ
、
森
の
研
修
コ

テ
ー
ジ
を
合
わ
せ
て
一
体

的
に
『
ア
ウ
ト
ド
ア
の
森

事
業
』
と
し
て
拡
充
し
て

い
く
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
場
跡
地
の
開
け
た
ス

ペ
ー
ス
を
大
き
な
テ
ン
ト

を
自
由
に
張
れ
る
フ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
、
将

来
的
に
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
専
用
サ
イ
ト
を
設
け

た
い
。
源
泉
も
あ
る
の
で

将
来
的
に
は
テ
ン
ト
サ
ウ

ナ
や
野
天
風
呂
も
設
置
し

て
、
高
級
化
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

大芝の太陽光発電施設

加藤泰久

村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
２
０
３
０
年
ま
で
増
加
予
測
（
村
長
）

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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三 澤 澄 子

問

新
型
コ
ロ
ナ
の
新

変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
感

染
が
確
認
さ
れ
た
。
ワ
ク

チ
ン
３
回
目
の
接
種
は
。

村
長

Ｒ
４
年
１
月
以

降
、
８
か
月
経
過
し
た
人

に
順
次
接
種
券
を
配
布
。

２
月
か
ら
接
種
開
始
予
定
。

個
別
と
集
団
は
前
回
と
同

様
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ
デ

ル
ナ
の
半
々
で
配
布
さ
れ

る
の
で
交
互
接
種
の
て
い

ね
い
な
説
明
を
行
う
。
５

～
11
歳
に
つ
い
て
は
検
討

中
。
多
様
な
形
態
に
な
る

た
め
に
、
ミ
ス
の
な
い
よ

う
進
め
る
。

問

２
年
間
も
続
く
コ

ロ
ナ
禍
で
疲
へ
い
し
て
い

る
村
民
へ
の
支
援
は
。

村
長

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

拡
充
と
地
元
応
援
商
品
券

を
一
人
あ
た
り
５
千
円
分
、

７
９
５
０
万
円
の
予
算
で

１
月
か
ら
配
布
す
る
。
臨

時
交
付
金
が
決
定
次
第
、

福
祉
事
業
所
へ
の
再
支
援

等
も
速
や
か
に
検
討
す
る
。

災
害
避
難
所
へ
の
コ
ロ
ナ

対
策
等
備
品
整
備
は
、
補

完
で
き
る
も
の
を
相
談
し

な
が
ら
整
え
て
い
く
。

問

高
齢
者
補
聴
器
購

入
助
成
事
業
を
利
用
し
や

す
く
改
善
を
。

村
長

２
年
間
で
３
件

の
利
用
が
あ
っ
た
。
所
得

制
限
を
撤
廃
し
、
75
歳
以

上
を
65
歳
以
上
に
し
て
利

用
を
促
進
す
る
。
助
成
限

度
額
の
引
き
上
げ
は
利
用

状
況
を
見
て
検
討
。

問

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
撤
去
事
業
補
助
金
に
再

建
時
の
補
助
を
。

村
長

通
学
路
や
避
難

時
の
安
全
に
つ
な
が
る
。

Ｈ
30
年
か
ら
11
件
の
撤
去

が
あ
っ
た
。
再
建
時
の
補

助
に
つ
い
て
は
来
年
度
に

向
け
検
討
す
る
。

問

福
祉
灯
油
券
は
制

度
化
さ
れ
て
い
る
。
社
会

福
祉
施
設
、
農
業
、
運
送

業
等
に
も
支
援
助
成
を
。

村
長

福
祉
灯
油
券
は

村
独
自
事
業
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
11
月
26
日
よ
り

４
４
７
件
に
交
付
済
。
施

設
園
芸
農
家
に
１
ℓ
あ
た

り
10
円
、上
限
20
万
円（
１

～
３
月
）
を
交
付
す
る
。

運
送
業
は
助
成
対
象
の
線

引
き
が
難
し
い
。
国
の
動

き
を
見
て
い
く
。

問

村
の
現
状
と
目
標

の
設
定
、
推
進
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
。
住
民
環
境
課

に
中
心
と
な
る
担
当
者
を

置
き
全
庁
推
進
体
制
を
。

村
長

今
年
３
月
よ
り

第
３
次
地
球
温
暖
化
対
策

事
業
を
進
め
て
い
る
。
２

０
２
５
年
ま
で
に
CO2

５
％

削
減
に
向
け
、
省
エ
ネ
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
太
陽
光
発
電
の

推
進
等
取
り
組
む
。
２
０

５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に

向
け
、
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

７
割
減
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
３
倍
以
上
増
を
目

標
に
全
庁
で
推
進
す
る
。

問

宣
言
に
ふ
さ
わ
し

い
取
り
組
み
を
全
村
あ
げ

て
推
進
を
。

村
長

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
補
助
、
庁
内
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
転
換
を
進
め
る
。
村

民
へ
の
働
き
か
け
は
、
村

の
１
５
０
周
年
に
「
次
の

50
年
を
目
指
す
森
林
循
環

事
業
」
を
提
起
。
大
芝
の

赤
松
は
10
年
以
内
に
枯
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

大
芝
林
を
植
林
し
育
て
て

き
た
村
民
の
思
い
を
大
事

に
し
た
い
。
赤
松
の
材
活

用
や
次
の
森
に
つ
な
げ
る

植
林
活
動
を
通
じ
て
、
大

き
く
環
境
問
題
の
取
り
組

み
に
し
て
い
く
。

３回目の集団接種会場

８か月経過後２月から順次接種する（村長）

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。



(10)

問

南
箕
輪
小
学
校
は

上
伊
那
で
最
大
級
の
学
校

規
模
で
あ
り
、
教
職
員
は

80
人
近
く
に
な
る
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
車
通
勤
で
、

小
学
校
付
近
に
分
散
駐
車

し
て
お
り
、
村
民
体
育
館

北
側
に
も
駐
車
し
て
い
る
。

学
校
付
近
は
村
の
一
大
文

教
地
帯
で
あ
り
、
行
事
が

あ
る
と
付
近
は
混
雑
す
る
。

解
決
の
た
め
に
、
旧
真
澄

ヶ
池
の
補
強
整
備
、
こ
ど

も
館
東
の
用
地
開
放
な
ど
、

整
備
を
進
め
て
は
。

教
育
長

現
在
南
箕
輪

小
学
校
教
職
員
の
駐
車
場

は
、
村
民
体
育
館
北
側
に

13
台
、
中
学
校
付
近
に
31

台
、
小
学
校
敷
地
内
36
台

の
合
計
80
台
で
あ
る
。

運
動
会
や
授
業
参
観
日
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
等
の
際
は
、

学
年
行
事
を
分
散
型
と
し
、

保
護
者
に
徒
歩
来
校
を
お

願
い
し
て
も
、
校
庭
・
役

場
・
南
殿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
等
を
使
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
今
年
度
、
中
学
校

西
側
駐
車
場
北
側
に
10
台

分
整
備
す
る
。
中
学
校
西

側
駐
車
場
も
20
台
ほ
ど
余

裕
が
あ
り
小
学
校
も
利
用

で
き
る
。
こ
ど
も
館
東
側

は
村
の
整
備
計
画
を
踏
ま

え
て
考
え
る
。
旧
真
澄
ヶ

池
は
駐
車
場
と
し
て
は
狭

く
、
防
火
水
槽
も
あ
り
、

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
も

必
要
性
と
し
て
検
討
の
余

地
が
あ
る
。

問

リ
ニ
ア
新
幹
線
工

事
が
始
ま
り
、
伊
那
市
羽

広
の
工
業
団
地
へ
の
残
土

の
運
搬
が
行
わ
れ
て
い
る
。

工
事
は
長
期
間
に
な
り
、

村
内
を
通
過
す
る
た
め
心

配
も
あ
る
。
協
定
書
、
安

全
対
策
、
村
道
の
傷
み
対

策
等
は
。

村
長

Ｒ
３
年
10
月
か

ら
運
搬
が
始
ま
っ
た
。
協

定
書
は
な
い
が
Ｊ
Ｒ
東
海
、

伊
那
市
、
村
で
協
議
し
て

い
る
。
運
搬
期
間
は
Ｒ
３

年
10
月
18
日
か
ら
Ｒ
６
年

３
月
末
ま
で
の
予
定
。
運

搬
台
数
は
Ｒ
３
年
度
末
ま

で
は
一
日
50
台
、
Ｒ
４
年

度
か
ら
は
１
１
０
台
の
予

定
。
経
路
は
イ
ン
タ
ー
か

ら
広
域
農
道
、
大
芝
村
有

林
内
道
路
を
経
て
工
業
団

地
に
至
る
。
運
搬
車
両
に

は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
付
け
て
監
視

し
て
い
る
。
安
全
対
策
は

車
両
間
隔
の
調
整
、
案
内

看
板
の
設
置
、
交
通
整
理

員
の
設
置
等
実
施
し
て
い

る
。
村
道
に
対
す
る
傷
み

対
策
は
、
伊
那
市
が
補
修

車
を
常
時
巡
回
し
て
お
り
、

補
修
を
行
っ
て
い
る
。
す

べ
て
終
了
後
に
修
繕
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
村

で
も
定
期
的
に
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
は
し
て
い
る
。
一

連
の
交
渉
相
手
は
伊
那
市

が
窓
口
と
な
っ
て
お
り
、

何
か
あ
れ
ば
関
係
機
関
へ

調
整
し
て
い
る
。

問

村
道
は
○
○
号
線

と
番
号
で
表
示
さ
れ
て
い

る
が
、
新
し
い
家
庭
が
増

え
て
い
る
現
在
、
こ
れ
だ

け
で
は
位
置
が
わ
か
り
に

く
い
。
名
前
を
付
け
れ
ば

わ
か
り
や
す
い
。

村
長

｢

中
込
線｣

な
ど

は
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

愛
称
を
実
際
に
行
う
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
所
に
影
響
が

あ
り
、
付
随
し
た
作
業
も

生
じ
る
。
ど
う
や
っ
て
進

め
て
い
く
の
か
が
課
題
と

な
り
、
検
討
が
必
要
。

中
学
校
西
な
ど
に
整
備
し
た
い
（
教
育
長
）

山 﨑 文 直

南箕輪小学校付近の駐車状況

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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問

す
く
す
く
は
う
す

の
利
用
開
始
時
刻
は
９
時

か
ら
で
、
こ
ど
も
館
は
10

時
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
館
も
９
時
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

村
長

こ
ど
も
館
の
平

日
利
用
人
数
は
週
に
数
組

程
度
で
、
運
用
に
つ
い
て

根
本
的
な
課
題
が
あ
る
。

多
額
の
税
金
を
投
じ
て
建

設
し
た
施
設
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
開
館
時
間
だ
け
を

早
め
る
の
で
は
な
く
、
こ

ど
も
館
の
運
用
改
革
と
合

わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

問

特
別
支
援
学
校
に

通
う
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
副
学
籍
活
用

を
調
整
す
る
『
副
学
籍

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
』
を
、

本
村
小
中
学
校
に
配
置
し

て
は
。

教
育
長

数
年
前
、
村

の
小
中
学
校
に
副
学
籍

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
位

置
づ
け
を
描
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
県
の
事
業
で

Ｒ
元
年
度
に
伊
那
養
護
学

校
に
副
学
籍
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
た
。

副
学
籍
制
度
は
子
ど
も
た

ち
の
今
と
未
来
を
支
援
す

る
制
度
で
あ
り
、
多
様
性

を
認
め
合
う
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
社
会
に
向
け
た
営

み
で
あ
る
。
特
別
支
援
学

校
の
子
ど
も
た
ち
の
、
地

域
で
の
活
動
（
地
区
児
童

会
や
地
区
行
事
へ
の
参

加
）
の
あ
り
方
も
課
題
。

今
後
も
教
職
員
の
副
学
籍

制
度
へ
の
理
解
と
受
け
と

め
、
家
庭
や
地
域
の
理
解

の
中
、
小
中
学
校
が
副
学

籍
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

特
別
支
援
学
校
に
主
体
的

に
関
わ
る
こ
と
を
促
し
た

い
。問

地
方
公
共
団
体
に

は
２
・
６
％
以
上
、
教
育

委
員
会
に
は
２
・
５
％
以

上
の
障
が
い
者
雇
用
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本

村
の
雇
用
状
況
は
。

村
長

Ｈ
30
年
度
に
法

定
雇
用
率
を
下
回
っ
た
た

め
、
国
か
ら
指
導
を
受
け

た
。
そ
の
後
「
南
箕
輪
村

障
が
い
者
活
躍
推
進
計

画
」
を
策
定
し
て
雇
用
促

進
に
取
り
組
み
、
Ｒ
３
年

度
現
在
、
村
長
部
局
４
人
、

教
育
委
員
会
１
人
を
雇
用

し
て
お
り
、
雇
用
義
務
数

は
満
た
し
て
い
る
。

問

障
が
い
者
雇
用
促

進
と
そ
の
定
着
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
庁

内
全
体
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
か
。

村
長

２
人
の
障
害
者

職
業
生
活
相
談
員
が
役
場

の
中
で
対
応
可
能
な
仕
事

を
探
し
出
し
、
特
性
に
合

わ
せ
て
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。
ま
た
、
仕
事

上
の
悩
み
な
ど
を
聞
く
た

め
の
面
談
を
定
期
的
に
行

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
定

着
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と

も
あ
る
。
今
後
は
よ
り
多

く
の
作
業
を
見
出
し
、
そ

の
能
力
を
十
分
に
生
か
し

な
が
ら
活
躍
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
庁
内
全
体
の

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

大
芝
高
原
内
ト
イ

レ
の
非
常
用
ボ
タ
ン
は
、

外
部
に
音
と
ラ
ン
プ
点
灯

で
知
ら
せ
る
の
み
で
、
管

理
事
務
所
な
ど
へ
の
通
報

機
能
は
な
い
。
無
線
警
報

シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
し

て
は
。

村
長

こ
れ
ま
で
非
常

用
ボ
タ
ン
は
、
認
知
し
て

い
る
限
り
に
お
い
て
緊
急

用
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
。
試
算
だ
が
、
工
事

費
用
数
百
万
円
と
保
守
契

約
料
年
間
２
６
０
万
円
程

度
か
か
る
と
の
こ
と
で
、

費
用
対
効
果
を
考
え
る
と

検
討
が
必
要
。

笹 沼 美 保 こども館の運用改革と合わせて検討したい（村長）

多様性を認め合う社会に

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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問

災
害
時
な
ど
緊
急

時
に
お
け
る
水
源
は
確
保

で
き
て
い
る
か
。

村
長

村
営
水
道
の
原

水
の
内
訳
は
、
88
～
90
％

広
域
水
道
企
業
団
、
残
り

10
％
は
河
川
や
深
井
戸
よ

り
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
時
の
非
常
用
水
源

は
８
か
所
の
湧
き
水
や
横

井
戸
か
ら
の
井
戸
水
を
考

え
て
お
り
、
年
１
回
の
水

質
検
査
を
行
い
飲
用
に
支

障
は
な
い
。
万
が
一
村
営

水
道
が
す
べ
て
止
ま
っ
た

場
合
、
非
常
用
水
源
で
は

代
替
え
飲
料
水
の
確
保
は

で
き
な
い
。
地
震
が
起
こ

れ
ば
、
こ
の
水
源
も
使
用

で
き
な
い
恐
れ
も
あ
る
。災

害
時
の
た
め
に
水
道
事
業

者
の
応
援
組
織
に
加
入
し

て
お
り
、
応
援
に
よ
る
飲

用
水
確
保
に
努
め
て
い
る
。

他
市
町
村
の
地
区
が
被

災
し
た
場
合
、
村
で
導
入

し
た
給
水
車
の
活
用
も
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

各
家
庭
に
お
い
て
は
、
最

小
限
の
飲
用
水
の
備
蓄
を

お
願
い
し
た
い
。

問

村
で
調
査
を
行
っ

た
こ
と
は
あ
る
か
。
ま
た

実
態
は
ど
う
か
。

教
育
長

昨
年
中
学
２

年
生
を
対
象
に
調
査
を
し

た
が
、
そ
れ
以
後
し
て
い

な
い
。
実
施
の
方
向
性
は

描
い
て
い
る
が
、
発
達
段

階
を
考
え
た
時
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
が
適

切
な
の
か
。
教
職
員
と
児

童
生
徒
・
保
護
者
と
の
面

談
の
機
会
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
相
談
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。
実
態

と
し
て
、
小
中
学
校
に
は

い
な
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

数
件
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
対
象
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

問

相
談
窓
口
は
あ
る

の
か
。

教
育
長

子
育
て
教
育

支
援
相
談
室
が
中
核
と
な

り
、
関
係
部
署
と
連
絡
連

携
を
と
っ
て
い
る
。
村
版

ネ
ウ
ボ
ラ
と
し
て
も
機
能

し
て
い
る
。

問

実
態
が
あ
っ
た
時

の
対
応
策
は
。

教
育
長

該
当
す
る
場

合
は
、
家
庭
の
中
の
関
係

性
、
当
事
者
の
願
い
、
気

持
ち
な
ど
を
て
い
ね
い
に

く
み
取
り
な
が
ら
対
策
を

検
討
す
る
。

問

農
家
台
帳
に
意
向

調
査
の
項
目
が
あ
る
が
、

そ
の
結
果
と
対
応
策
は
。

村
長

意
向
調
査
や
個

々
に
相
談
を
受
け
て
い
る

も
の
を
含
め
貸
し
付
け
、

売
渡
し
希
望
農
地
と
し
て

管
理
。
希
望
農
地
が
約
９

５
６
ａ
あ
る
。
農
地
利
用

調
整
会
議
を
経
て
認
定
農

業
者
、
担
い
手
農
業
者
、

新
規
就
農
者
な
ど
に
声
を

か
け
調
整
し
て
い
る
。
昨

年
度
は
２
９
０
ａ
契
約
さ

れ
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
。問

農
家
の
担
い
手
、

後
継
者
育
成
支
援
は
。

村
長

新
規
就
農
者
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ

Ａ
、
上
伊
那
地
区
新
規
就

農
促
進
連
絡
会
議
が
相
談

支
援
を
し
て
い
る
。
農
家

の
担
い
手
、
後
継
者
育
成

に
つ
い
て
は
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
、
各

種
補
助
事
業
を
積
極
的
に

活
用
し
支
援
し
て
い
る
。

問

村
墓
地
公
園
を

「
合
葬
式
」
墓
地
に
し
て

は
ど
う
か
。

村
長

最
近
は
文
化
の

変
容
な
ど
で
、
墓
地
の
取

得
よ
り
返
還
さ
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
村
民
か
ら
要
望

は
あ
る
が
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
。
新
た
な
土
地
確
保
な

ど
継
続
的
に
検
討
し
て
い

く
。

原 源 次

非
常
用
水
源
は
湧
き
水
・
井
戸
水
を
（
村
長
）

新たに導入された給水車

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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11
月
11
日
、
議
員
、
議
会

事
務
局
、
村
長
、
産
業
課
長
、

耕
地
林
務
係
長
の
総
勢
15
人

で
奥
地
林
視
察
を
行
っ
た
。

こ
の
視
察
は
南
箕
輪
村
と
塩

尻
市
の
境
界
を
視
察
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
、
村
の
飛

び
地
で
日
本
二
百
名
山
で
も

あ
る
経
ヶ
岳
を
、「
経
ヶ
岳

友
の
会
」
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
た
『
権
兵

衛
峠
ル
ー
ト
』
を

登
っ
た
。

権
兵
衛
峠
登
山
口

か
ら
数
人
の
登
山
者

に
出
会
い
な
が
ら
、

う
っ
す
ら
と
雪
が
積

も
っ
た
登
山
道
を

『
コ
イ
ノ
コ
』
目
指

し
登
っ
た
が
、
残
念

な
が
ら
強
風
に
見
舞

わ
れ
、『
ア
ン
テ
ナ

ピ
ー
ク
』を
経
て『
北

沢
山
』
の
頂
上
ま
で
で
引
き

返
す
こ
と
と
な
っ
た
。

休
日
に
は
多
く
の
登
山
者

が
訪
れ
る
人
気
の
コ
ー
ス
と

の
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
観

光
資
源
と
し
て
も
期
待
し
つ

つ
、
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

◆
◆

奥

地

林

視

察
◆
◆

11
月
15
日
村
役
場
講
堂
で
、「
地
区
防
災
の

実
情
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
区
長
会
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

８
月
の
大
雨
時
に
避
難
所
を
開
設
し
た
状
況

を
聞
き
、
各
地
区
の
備
蓄
状
況
や
自
主
防
災
会

と
の
連
携
の
あ
り
方
に
課
題
が
あ
る
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
要
支
援
者
の
情
報
共
有
、

地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
の
必
要
性
も
あ

げ
ら
れ
た
。

こ
の
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
受
け
、
地

区
防
災
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
議
会
と
し
て

村
行
政
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
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11
月
18
日
、
大
芝
高
原
味
工
房
西

側
に
位
置
す
る
、
完
成
間
近
の
防
災

研
修
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。
こ
の

施
設
の
建
設
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、

村
議
会
か
ら
「
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー

建
設
に
と
も
な
う
提
言
書
」
に
よ
り
、

利
活
用
へ
の
配
慮
に
関
す
る
要
望
を

村
に
伝
え
た
経
緯
が
あ
る
。

旧
研
修
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
建
設
し

た
こ
の
施
設
は
、
大
規
模
災
害
時
に

は
災
害
対
策
本
部
と
し
て
利
用
す
る

他
、
平
常
時
に
は
研
修
や
講
演
会
、

マ
ル
シ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に

も
利
用
で
き
る
施
設
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
人
た
ち
に
利
用

さ
れ
、
大

芝
高
原
の

新
し
い
憩

い
の
場
と

し
て
親
し

ま
れ
る
施

設
と
な
る

こ
と
を
期

待
し
た
い
。

11
月
18
日
、
不
燃
ご
み
や

粗
大
ご
み
、
資
源
物
の
受
け

入
れ
・
処
理
を
行
っ
て
い
る

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
八
乙
女

の
視
察
を
実
施
し
た
。

上
伊
那
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
が
で
き
て
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
が
可
燃
ご
み
に
な
っ
た

こ
と
で
、
埋
め
立
て
に
か

か
っ
て
い
た
経
費
の
削
減
に

な
っ
た
こ
と
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
持
ち
込
み
ご
み
や
ビ

ン
・
缶
が
増
え
て
い
る
状
況

な
ど
説
明
を
受
け
た
。

不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
は

破
砕
機
で
粉
砕
さ
れ
て
自
動

的
に
５
種
類
に
選
別
さ
れ
、

そ
の
中
の
鉄
と
ア
ル
ミ
は
資

源
と
し
て
回
収
さ
れ
る
。
そ

の
他
の
残
渣
は
上
伊
那
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
流
動
床
式

ガ
ス
化
溶
融
方
式
に
よ
っ
て

処
理
さ
れ
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
八
乙
女
敷
地
内
の
最
終

処
分
場
等
に
埋
め
立
て
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
埋
め
立
て
状

況
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
進
ん
で
き
て
い
る
状

況
も
あ
る
が
、
き
ち
ん
と
分

別
す
る
こ
と
で
不
要
な
ご
み

を
な
る
べ
く
出
さ
な
い
よ
う

心
が
け
、
最
終
処
分
場
に
埋

め
立
て
ら
れ
る
残
渣
が
少
し

で
も
減
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

呼
び
か
け
や
意
識
づ
け
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

に
な
っ
て
、
３
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
ま
だ
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
初
心
に
か
え

り
、
感
謝
の
心
で
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
前
号
で
は

「
き
ら
き
ら
村
の
仲
間
た

ち
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

す
る
中
で
、
躍
動
す
る
若

い
力
を
感
じ
ま
し
た
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
時
代

で
す
が
、
読
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
に
載
せ

き
れ
な
い
一
般
質
問
な
ど

は
、
動
画
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

編
集
委
員唐

澤

由
江

南
箕
輪
村
議
会
の
は
て
な
？

答
えＱ

１

③

Ｑ
２

①



趣　　　味　眠ること……21 時就寝、４時起床！
好きな音楽　ヨハン・シュトラウス２世のトリッチ・
　　　　　　トラッチ・ポルカ……元気になります！
好きなもの　柿の種
苦手なもの　干し柿……あの甘さが耐えられません！

田中玲子 さん

『まほうのおなべ』って？

立ち上げたきっかけは？立ち上げたきっかけは？立ち上げたきっかけは？

ける中で苦労していることは？続ける中で苦労していることは？続ける中で苦労していることは？

ける中で続ける中で
　うれしいと感じることは？うれしいと感じることは？
続ける中で
　うれしいと感じることは？

村のみなさんに伝えたいこと村のみなさんに伝えたいこと村のみなさんに伝えたいこと

まほうのおなべ』の“これから”を『まほうのおなべ』の“これから”を『まほうのおなべ』の“これから”を
どうしていきたいですか？
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